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＜実験目的＞ 

 

①コンピューターの放射する超低周波による鶏胚およびヒナの血液に対する影

響を調査する。 

 

②テクノＡＯアンテナの防護効果を測定する。 

 

 

 

 

 

＜実験用具＞ 

 

ＴＶセット（トンプソン社製、縦 55×横 55×奥行 83cm、75ﾜｯﾄ、50ﾍﾙﾂ） 

     コンピューター（Ｇｏｕｐｉｌ Ｇ５ 286 220V 50ﾍﾙﾂ） 

     Couvoir des Cevennes社の受精卵 

 

 

 

 

＊実験は３回行われた。 １回目（１９９３年） 2回目（１９９５年） 

                ３回目（１９９６年） 

 

＊各実験中、テレビ及びコンピューター画面は黒い布で覆われた。 
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＜第１回目：ＴＶセットを使用した実験＞ 

 

 

 

     ①受精卵をＴＶセットから 0.5～0.8m離れた場所に設置。 

 

      ふ化室のＥＬＦ：ＴＶスイッチＯＦＦの場合 0～12nT(ﾅﾉﾃｽﾗ) 

                     ＯＮの場合 135～270nT 

      ふ化室のＶＬＦ：ＴＶスイッチＯＦＦの場合 なし 

                     ＯＮの場合 0～25nT 

 

 

 

 ②受精卵 30ケずつ 3グループに分けてふ化室におけるふ化を開始。 

 

      第１グループ：ＴＶスイッチＯＮの状態 

      第２グループ：テクノＡＯアンテナを設置したＴＶスイッチＯＮの状態 

      第３グループ：ＴＶスイッチＯＦＦの状態 

 

 

 

③ふ化は 38℃±1℃の温度と 45～50%の湿度の下で完全な暗室において 

21日間にわたって行われた。 

 

ふ化期間 19日目までは手作業で卵を回転させた。 

鶏胚の死亡率は、３、５、７、９、１１、１３日目にチェックされた。 

 

１３日目から２１日目までは、２１日目を過ぎてもふ化しない卵を割って 

死亡率を調べた。 

 

 

 

④ふ化したヒナを籠(50×50×40cm)に各グループごとに収容。（半日照明） 

温度は 38℃から毎日１℃ずつ 22℃まで引き下げられた。 
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⑤ふ化２週間後にヒナは鶏小屋に移動。１小屋につき３羽収容。 

えさや水は自由に摂取できるようにしておいた。 

 

      鶏小屋のＥＬＦ：ＴＶスイッチＯＦＦの場合 なし 

                      ＯＮの場合 135～260nT 

      鶏小屋のＶＬＦ：ＴＶスイッチＯＦＦの場合 なし 

                            ＯＮの場合 0～25nT 

 

 

 

⑥ヒナはふ化後２１、３０、３９日目に porcin thyroglobulin(125g／100gbw) 

の皮下注射による免疫の付与が行われた。 

 

 

 

⑦血液サンプルはふ化後２０、２９、３８、４７日目に採血された。 

 

ＩｇＧ値は間接的なＥＬＩＳＡ方式によって測定された。 

コルチコステロン値は radioimmunoassay方式によって測定。 

 

 

 

⑧ふ化後４７日目にヒナ全ての体重を計測。 

 

統計分析はMann-Whitney testによって行われた。 
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＜第 2回目＆第３回目：コンピューターを使用した実験＞ 

 

 

 

①受精卵をコンピューター画面から 0.5～0.8m離れた場所に設置。 

 

ふ化室のＥＬＦ：コンピューターＯＦＦの場合 0～27nT(ﾅﾉﾃｽﾗ) 

                ＯＮの場合 140～660nT 

 

 

 

②受精卵 30ケ又は 60ケずつ３グループに分けてふ化室におけるふ化を開始。 

 

第１グループ：コンピューターＯＮの状態 

第２グループ：テクノＡＯアンテナを設置したコンピューターＯＮの状態 

第３グループ：コンピューターＯＦＦの状態 

 

さらに、対照群としてふ化器によるふ化を行う１グループを加えた。 

 

ふ化器：Maino Incubator(0.5×0.4×0.4m) 

ふ化器のＥＬＦ：ｽｲｯﾁ OFFの場合 なし 

              ONの場合 天井面より 0.3～0.4mで 150～650nT 

ふ化器のＶＬＦ：ｽｲｯﾁ OFFの場合 なし 

            ONの場合 天井面より 0.3～0.4mで 0～19nT 

 

 

 

③ふ化の条件は第１回目と同様に行われた。 

 

鶏小屋のＥＬＦ：コンピューターＯＦＦの場合 なし 

               ＯＮの場合 120nT/0.8m､560nT/0.5m 

鶏小屋のＶＬＦ：コンピューターＯＦＦの場合 なし 

               ＯＮの場合 0～4nT 
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④免疫の付与は第２回目のみ行われた。 

ヒナはふ化後 21、30、36日目に porcin thyroglobulin(125μg／100gbw) 

の皮下注射による免疫の付与が行われた。 

 

 

 

⑤血液サンプルはふ化後 20、29、35、38日目に採血された。 

 

 

 

⑥ＩｇＧ値は間接的なＥＬＩＳＡ方式によって測定された。 

コルチコステロン値およびメラトニン値は radioimmunoassay方式によって測

定。 

 

 

 

⑦ふ化後 38日目にヒナ全ての体重を計測。 

 

統計分析はMann-Whitney testによって行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 6

＜結果＞ 

 

①鶏胚の死亡率 

    Mainoふ化器における鶏胚の死亡数はふ化室における死亡率を評価するための 

    対照値とされた。 

 

    第１グループ（放射あり）の 21日目における鶏胚の死亡率は 

      ２７％（第１回目）、４７％（第２回目）、６７％（第３回目） 

    第２グループ（テクノＡＯ防護あり）の 21日目における鶏胚の死亡率は 

      ３３％（第１回目）、３８％（第 2回目）、２７％（第 3回目） 

    第 3グループ（放射なし）の 21日目における鶏胚の死亡率は 

      ２７％（第 1回目）、３３％（第 2回目）、１０％（第 3回目） 

 

 

②免疫反応およびホルモン反応 

 

第１グループの鶏のＩｇＧ値： 10.175± 3.437 

第２グループの鶏のＩｇＧ値：151.458±29.964 

第３グループの鶏のＩｇＧ値：122.500±17.128 

 

 

③コルチコステロン値およびメラトニン値（３８日目に計測） 

    

    第１グループの鶏のコルチコステロン値：４±0.1ng／ml 

        第２グループの鶏のコルチコステロン値：９±0.6ng／ml 

        第３グループの鶏のコルチコステロン値：９±0.4ng／ml 

 

    第１グループの鶏のメラトニン値： 5pg／ml 

        第２グループの鶏のメラトニン値：66pg／ml 

        第３グループの鶏のメラトニン値：70pg／ml 

 

 

④体重他 

 

第１グループ（放射あり）の体重には減少が見受けられた。（ｐ＜ 0.05） 

また、雄のほうが雌よりも電磁波に対して敏感であることが顕著に表れた。 

テクノＡＯアンテナ防護グループにおいては普通の身体が維持された。 


